
平成２８年度

国民健康保険事業状況

群 馬 県





は し が き

国民健康保険制度の運営に、日頃、御尽力をいただいております皆様に対し、厚く

御礼を申し上げます。

国民健康保険制度は、昭和１３年度に創設されて以来、地域住民の健康保持増進に

大きく貢献するとともに、国民皆保険の基盤として重要な役割を果たしています。

しかし、加入者に低所得者や高齢者が多いという構造上の課題に加え、少子高齢化

の進行による人口減少社会の到来や産業構造の変化など、制度を取り巻く社会経済情

勢が大きく変わり、また、医療技術の進歩による医療費の増加も続き、厳しい財政運

営を強いられているのが現状です。

このような状況の中で、持続可能な制度の構築を目指して、平成３０年４月に制度

創設以来の大きな制度改革が行われ、これまで制度の運営を担ってきた市町村に加え、

県が財政運営の責任主体として、安定的な財政運営や効率的な事業の確保等の役割を

担うことになりました。

今回の制度改革に向けた準備段階においては、市町村や国民健康保険団体連合会の

皆様には「群馬県市町村国民健康保険連携会議」等においてご意見をいただくなど、

多大なご協力をいただき、この場をお借りして感謝申し上げます。

新しい制度は、まだスタートしたばかりです。新制度が効果的に機能するためには、

県と市町村の連携が不可欠であり、今後も一体となって安定的な財政運営や効率的な

事業推進ができるよう、意見交換や調整を行いながら、様々な課題に取り組んで参り

ますので、引き続き皆様のご協力をお願いいたします。

本書は、各保険者から提出された国民健康保険事業状況報告書等に基づいて、平成

２８年度の国民健康保険事業の状況を、今後の制度運営の参考資料として集計分析し

たものです。

各保険者におかれましては、国民健康保険事業の健全な運営を図るために、収納率

向上対策による収入の確保、データヘルス計画の活用による保健事業の推進、レセプ

ト点検や後発医薬品の利用促進等による医療費の適正化など、収支両面にわたる経営

努力に取り組んでいただいておりますが、本書がそうした取り組みの一助となれば幸

いです。

平成３０年４月

群馬県 健康福祉部 国保援護課長 堀越 正勝
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